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目標２ かわの魅力を活かしてまちが“にぎわう”かわまちづくり 

整備方針 
③まちの資源を活かした観光ネットワークの形成 

保津川の沿川に点在する観光・交流の施設や公共交通施設等を結ぶ観光

ネットワークを形成する。 

◆観光動線の整備 

「（仮称）保津川 花回廊」を中心に観光拠点や左右岸をつなぐ動線を確保し、
ルート案内板や休憩施設なども整備する。 

   ○「（仮称）保津川 花回廊」等 

    （トロッコ⇔保津小橋⇔保津町⇔保津川下り⇔亀岡駅） 

考えられる 

具体的な 

整備内容 ◆輸送手段の検討 

トロッコ亀岡駅や保津川下り乗船場などの主要な観光資源を結ぶルートに馬車
やレンタサイクル等の輸送手段を検討する。 

   ○馬車等の運行 

 

トロッコ駅 

保津小橋

保津川下り

保津町・農園プラン

亀岡駅 

（歩行者ネットワーク） 

トロッコ⇔保津小橋⇔ 

⇔保津町・水端
すいたん

農園プラン⇔保津川下り⇔亀岡駅 

Ｐ 

Ｐ

Ｐ
馬車等の運行

観光動線の整備 

〈整備イメージ〉 
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目標３ かわの自然、まちの歴史と文化に“ふれあう”かわまちづくり 

整備方針 
①川の自然を感じる交流･ふれあいの場の創出 

保津川が有する広大な水辺空間を有効に活かして、自然を感じつつ様々

な交流・ふれあい活動ができる場を創出する。 

◆高水敷の利活用 

亀岡市が主体となって包括占用制度を活用し、まちづくり計画に沿った利活用
や交流・ふれあいの場となる利活用の誘導を図る。なお、高水敷の特性に応じ
て、「にぎわいの水辺ゾーン」「いこいの水辺ゾーン」「ふれあいの水辺ゾーン」に区
分し、それぞれの立地条件や敷地条件に応じて水没することを前提とした利活用
を誘導する。 

   ○市のまちづくり計画に沿った利活用(包括占用制度の活用) 

     ・水没しても支障が少ない利活用：芝生公園、多目的広場、コミ

ュニティ広場、花畑、採草、河川環境保全活動の拠点 等々 

考えられる

具体的な 

整備内容 

◆水辺の散策路 

旧堤防等を活用し、河川管理用通路も兼ねた水辺を身近に感じることができる
散策路や小径を整備する。 

   ○水辺の小径の整備 

〈整備イメージ〉

高水敷の利活用・水辺の散策路

高水敷 高水敷

高水敷

水辺の散策路

 水辺の散策路 

 保津川  

修景植栽

 旧堤防 

洪水時の水位

 高水敷の利活用 

水没することを前提とした利活用

※高水敷は、高さにより、多いところで概ね1～2年に1回程度浸水する（P58参照）

洪水時には水位が上昇し、

高水敷が浸水する 

平常時 
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目標３ かわの自然、まちの歴史と文化に“ふれあう”かわまちづくり 

整備方針 
②アユモドキをはじめ多くの生き物の生息環境の保全再生 

様々な貴重種が生育・生息する質の高い自然環境を適切に保全し、さら

には、水辺環境の再生を図る。 

◆水辺環境の保全再生 

ブロック積護岸や根固ブロック等の自然石等への置き換えや緩傾斜化を図るとと
もにワンド等の整備を行ない水辺環境の再生を図る。 

   ○水際の保全再生 

   ○ワンドの創出 
考えられる 

具体的な 

整備内容 ◆アユモドキ保全協議会との連携 

亀岡市の取り組みと連携し、保津川本川や支川において、アユモドキの生息調
査や生息環境の保全再生を進める。 

   ○生息環境の保全、再生 

   ○生息調査の実施 

水辺環境の保全再生

 現在の護岸 

水際の 

保全再生 

 水衝部：水際に石等を配置  

 水衝部以外：緩斜面化して水陸移行帯を形成  

アユモドキ保全協議会との連携

【生息環境の改善】 

  布団カゴ、石積みの設置

【ワンドの創出】桂川本川 【産卵場の改善】 

高水敷の攪乱（今年度も継続実施） 

  

〈整備イメージ〉 

ワンドの再生
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目標３ かわの自然、まちの歴史と文化に“ふれあう”かわまちづくり 

整備方針 
③保津川と人との関わりの歴史文化を伝える 

地域の人々と保津川との深い係わりを今に伝える様々な歴史文化を保

全・継承し、次の世代へと伝える。 

◆歴史文化の伝承 

保津川と地域に伝わる様々な伝承や史跡、名所等に係わる歴史文化を伝える
ための情報発信や体験学習等の機会を設け、次の世代へと継承していく。 

   ○歴史史跡案内マップ (川と歴史を巡る散策コースの設定) 

   ○保津百景との連携 

   ○歴史文化、自然学習会として「(仮称)保津川探検」の開催 

考えられる

具体的な 

整備内容 ◆上内膳・下内膳の復元 

歴史的な水制工として今も機能する上内膳、下内膳を補修・復元し、先人の知
恵を学び将来へ継承していく。 

   ○上内膳の補修 

   ○下内膳の復元 

 

歴史文化の伝承

上内膳・下内膳の復元

「保津百景との連携したマップ作成」            「保津川探検の開催」 

 保津百景と連携 

保津小橋橋詰

 「保津川探検」の開催  

 Ｓ６０の下内膳 現在の下内膳 

端部が流出 

端部が流出 

下内膳の復元イメージ
（文献による長さ：約 50 間：90m）

ワンドの形成

石堤水制の復元

〈整備イメージ〉
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第5章 今後の進め方 

5.1 整備の基本的考え方 

この「保津川かわまちづくり計画」は、かわまちづくりの目標、整備方針、具体的な

整備内容の案などの基本的な方向性をとりまとめたものである。今後の整備にあたって

は、この計画に基づき、河川管理者である京都府とまちづくりの主体である亀岡市や地

域をはじめ様々な主体が相互に連携して、整備内容や手法及び管理運営方法も含めた実

現方策を具体的に検討し、それぞれの役割分担と協働のもとに推進していくものとする。

（取り組みの主体を以下に示す） 

 

かわまちづくりの対象区域の中でも広大な面積を有する高水敷の利活用については、

まちづくりのニーズを踏まえながら、川が持つ自然環境や地域が育んできた歴史文化を

活かした川らしい利用が進められるようにしていくとともに、川ならではの水と緑の優

れた景観の保全再生に努めていく。また、具体的な利活用については、河川敷地の占用

の主体や施設を定めた河川法及び許可基準に基づくとともに、河川敷地の包括占用制度

を活用し、亀岡市が中心となってゾーンごとの特性を踏まえながら検討し推進していく

ものとする。 

 

 

■高水敷利活用のフロー 

○治水面での
支障の有無

○河川環境
への配慮

○市による利活用
○まちづくりとの整合性
○治水面での支障の有無
○周辺景観との調和
○様々な地域ニーズと必要性
○利用の安全面への配慮

包括占用
の申請・許可

募集
協議調整
使用契約

まちづくりの様々な団体
（地域、各種団体、NPO、事業者 等々）

河川整備
による支援

利活用区域
の決定

利活用計画
の策定

協議調整
使用報告
設置申請・許可

京都府（河川管理者）

整備
・
管理
・
運営

亀岡市（まちづくりの主体）

○治水面での
支障の有無

○河川環境
への配慮

○市による利活用
○まちづくりとの整合性
○治水面での支障の有無
○周辺景観との調和
○様々な地域ニーズと必要性
○利用の安全面への配慮

包括占用
の申請・許可

募集
協議調整
使用契約

まちづくりの様々な団体
（地域、各種団体、NPO、事業者 等々）

河川整備
による支援

利活用区域
の決定

利活用計画
の策定

協議調整
使用報告
設置申請・許可

京都府（河川管理者）

整備
・
管理
・
運営

亀岡市（まちづくりの主体）

（※包括占用制度の活用）

※包括占用制度 

通常の河川占用は、施設毎に設置者が河川管理者の許可を得て占用（利用）するが包

括占用は、市町村が河川管理者と協議して利用する区域を定め占用し、その後、市町

村はまちづくりに沿って具体的な利用方法を決定していくもので、市町村が地先の河

川を主体的に判断して進めていくための制度。 
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5.2 モデル地区 

(1) モデル地区の基本的考え方                                                   

「保津川かわまちづくり計画」は広大な区域を対象に、かわづくり・まちづくりに係わ

る多様な取り組みが計画されているため、優先度の高い施策から段階的に具体的な実施内

容や整備・運営手法を検討し、進捗の状況等に応じて実施内容を見直す等の柔軟な対応を

図ることが必要である。また、早期に着手可能な施策を先行することで、そこから得られ

た知見を他の施策に反映することが可能である。 

このため、「保津川かわまちづくり計画」の具体的な取り組みを検討するモデル地区を

選定し、先行して検討を進める。 

 

(2) モデル地区の選定                                                          

保津町水端
すいたん

農園プランに隣接する『にぎわい水辺ゾーン』をモデル地区として位置づけ、 

自治会・関係団体・亀岡市・京都府などによるワーキングを設置して、利活用計画や整備

手法及び維持管理方策等についての具体的な検討を先行して進めていく。 

 

 

■モデル事業対象地（にぎわいの水辺ゾーン） 

 

 

水端
すいたん

農園プラン 

橋詰広場 
ワンド 

橋詰広場 

休憩スポット 

保津川下り 

にぎわいの水辺ゾーン 

大堰川緑地東公園や、保津川に隣接して計画

が進められている保津町水端
すいたん

農園プランと連

携し、農業公園等との連続的な高水敷の利活

用や運動公園など、にぎわいの水辺空間を創

出する。 

【利活用の例】 

・レクリエーション広場 

・川遊びの水辺 

・親水公園  ・バーベキュー広場 

・運動公園  ・自然体験トレイル 

Ｐ

Ｐ

ワンド 
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5.3 推進体制 

「保津川かわまちづくり」を推進するため、行政、地域、NPOなど“かわづくり”“まち

づくり”に関わる様々な主体が協議・調整し、また施策の評価と必要に応じて計画の見直し

を行っていく場として「（仮称）保津川かわまちづくり推進協議会」を設置する。また、

「（仮称）保津川かわまちづくり推進協議会」は、平成23年度から設置するものとし、当面

の間、事務局は京都府南丹土木事務所と亀岡市に置くものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 推進協議会の構成                                                          

本計画の策定にあたっては、検討委員会や意見交換会などを通じて幅広い意見を聴き

ながら検討を進めてきたところであり、こうした計画策定の流れを踏まえていくため、

推進協議会は検討委員会並びに意見交換会の参加メンバーの方々や団体を中心に構成す

る。また、実現に向けたより具体的な協議を進めるため、関連する関係機関や諸団体に

も幅広く参加を呼び掛けていくものとする。 

 

(2) WGの設置                                                                

施策の具体的な展開を図っていくため、テーマ毎にワーキンググループを設置する。 

各ワーキンググループでは、パブリックコメントでの意見を踏まえ、計画実現に向け

ての課題など、具体的な検討を進めるとともに、各WGのグループリーダー会議等を通じ

て各WG間の情報共有・相互調整を図る。 

〈WGの設置案〉 ・高水敷利活用WG 

・にぎわい拠点整備WG 

・歴史、文化、自然環境WG 

・広報WG 

 

(3) 計画のフォローアップ                                                        

「保津川かわまちづくり」の実現のための施策は、本計画による基本方針に沿って

「（仮称）保津川かわまちづくり推進協議会」において協議・調整しながら様々な主体

が連携しながら推進していくものである。このため施策の進捗に合わせ、協議会におい

てその達成度、効果等について評価しつつ、必要に応じ、計画の見直しを行うなど、PD

CAサイクルを踏まえながら、効率的で効果的に推進していくものとする。 

保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針 〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成

○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定

・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生

・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み

・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

実

施

（整
備
・
管
理
・
運
営
）

≪策定段階≫

≪推進段階≫

参加参加

・点検

・評価

C

・計画立案

P

・見直し

A

・実行

D

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～
保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針 〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成

○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定

・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生

・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み

・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

≪策定段階≫（～H22）

≪推進段階≫（H23～）

参加参加

・点検

・評価

C
・点検

・評価

CC

・計画立案

P
・計画立案

PP

・見直し

A
・見直し

AA

・実行

D
・実行

DD

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

●●WG

【事務局：亀岡市・京都府南丹土木事務所】

実

施

（整
備
・
管
理
・
運
営
）

保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針 〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成

○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定

・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生

・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み

・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

実

施

（整
備
・
管
理
・
運
営
）

≪策定段階≫

≪推進段階≫

参加参加

・点検

・評価

C
・点検

・評価

C

・計画立案

P
・計画立案

P

・見直し

A
・見直し

A

・実行

D
・実行

D

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～
保津川か保津川かわわまちづくり計画まちづくり計画

〈〈かわまちづくりの基本方針かわまちづくりの基本方針 〉〉

○学識経験者、地域、市民団体、事業者、行政等の関係する様々な主体により構成

○かわまちづくり計画に基づき、その実現に向けて協議調整し、評価・見直し等を行う
○施策のより具体的な展開を図っていくため、必要なテーマ毎にワーキンググループを設置

・高水敷の利活用計画の策定

・整備及び維持管理方策の検討
・モデル地区での整備

・（仮称）保津川花回廊の整備
・千本松（野橋立）の復元
・保津川下り周辺整備
・観光動線の整備

・山本浜、上内膳、下内膳の復元
・水辺環境の保全再生

・歴史文化の伝承

・かわとまちの情報発信
・良好な河川環境の保全に関する取り組み

・防災意識の普及啓発

高水敷
利活用WG

にぎわい
拠点整備WG

歴史・文化
自然環境WG

広報WG

（仮称）保津川かわまちづくり
推進協議会

≪策定段階≫（～H22）

≪推進段階≫（H23～）

参加参加

・点検

・評価

CC
・点検

・評価

CC

・計画立案

PP
・計画立案

PP

・見直し

AA
・見直し

AA

・実行

DD
・実行

DD

～検討委員会～～検討委員会～ ～意見交換会～～意見交換会～

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

●●WG

【事務局：亀岡市・京都府南丹土木事務所】

実

施

（整
備
・
管
理
・
運
営
）
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【 参 考 】 

■ パブリックコメント等に寄せられたご意見 

 

分 類 ご意見の要旨・内容 

計画の基本方針 

に関するご意見 

○３つの目標をまとめた統合目標の設定  
○基本コンセプト：生物多様性  体験型 親水公園 
○観光資源を有効に活用する計画  
○都会から癒しを求めて訪れる場所  
○対象を明確にした計画（地域住民  or 観光客） 
○市民のための自然を活かした整備  
○観光客より地元住民を優先した利用方法  
○美観地区としての景観の保全  
○具体的な整備イメージの提示  

具体的な整備内容 

に関するご意見 

 

 

(望む施設) 

○スポーツ施設、レクリエーション施設など 
・運動公園、芝生グラウンド、多目的グラウンド、自由広場  
・スポーツ広場（ゲートボール、野球、サッカーなど）、グラウンドゴルフ場  
・クロスカントリーコース 
 

○自然体験、環境学習など 
・水辺のビジターセンター、川魚ミュージアム、エコフィールドミュージアム

・水遊びの場、浅瀬、ワンド、浜の再生  
・新氾濫原の創出、じゃこ田（田んぼと川の結びつきを考える） 
・野遊びの場、樹木植栽、草花、原っぱ 
・四季の花木、緑陰樹：木陰 
・手つかずの自然空間、コウノトリ公園  
・風景鑑賞スポット：花・紅葉・夕日  
 

○休養、サービス施設等  
・水洗トイレ、きれいなトイレ、シャワー 
・かわまちづくりの玄関口としての駅北地区整備（老舗ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ等）

・滞在型施設、宿泊施設、飲食施設 
・ベンチ等の休憩施設  
・見所スポット 

 
○動線、アクセス施設等  
・堤防上の自転車道、歩行車道、馬車、フットパス 
・駐車場の充実、車での進入路  
・散策路、サイクリングロードのネットワーク 
・パーク＆バスライド（駐車場からのシャトルバス） 
・保津川を横断する吊り橋  

計画の実施方策 

に関するご意見 

○役所が管理するのではない、色んな人のつながりを活かせる場所に 
○様々な立場の人が楽しめる仕組みづくり 
○継続的な維持管理、当面の管理・ゴミ問題が重要  
○人と山の木を生かすサイクル作り（木工沈床の利用など） 

その他 

○計画内容の現地看板などによる積極的な広報  
○保津川下り、トロッコに加えた新たな観光PR 
○鉄塔のない景観づくり 
○地元の先人の精神・文化を活かした地域の発展  
○水害の恵みを伝える必要がある 
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5.4 推進方策 

かわまちづくりは施設を整備するだけで実現できるものではなく、本計画による各種施策

が円滑に進み、その効果が最大限に発現されかつ継続的に維持されることにより実現してい

くものである。そのためには、保津川と亀岡の持つ自然、歴史、文化などの魅力を発信する

とともに、これらを取り巻く今日的な課題を共有し、そして美しい保津川を亀岡の宝物とし

て、みんなで守り育て未来に引き継いでいく意識の醸成を図っていくことが重要であり、次

の取り組みを合わせて推進していく。 

(1) 「保津川かわまちづくり」の発信                                                

亀岡および保津川流域はじめ、より多くの人々に「保津川かわまちづくり」の取り組

みを広めていくため、あらゆる機会や手段により、シンボルマーク等も活用しながら、

その情報発信に努める。 

 

(2) 多様な主体との連携・協働                                                    

市民、行政、地域、NPOに加え、企業、各種団体等の主体的な取り組みがより一層活

発となるよう、分野を超えたパートナーシップの構築に努めていく。 

 

(3) 人材の育成                                                               

保津川と亀岡の歴史、文化、自然等の魅力を伝え、地域における“かわづくり”“ま

ちづくり”の担い手として、さらに行政や様々な主体間の橋渡し役としての人材の育成

に努める。 

 

(4) 良好な河川環境の保全                                                      

多くの人々が保津川やその周辺に訪れて賑わう一方で、ゴミの放置や不法投棄などに

より、河川環境の悪化や多くの生物の住みかとなっている水辺環境の悪化が懸念される。

このため、これまでにも増して地域やNPO等と連携し、良好な河川環境の保全のための

取り組みを流域全体の問題として強力に進めていく必要がある。 

 

(5) フィールドミュージアムとして利活用                                             

保津川とその周辺は、アユモドキに代表される豊かな自然環境を有し、市街地に隣接

しながらも水と緑を身近に感じることのできる恵まれた地域である。この保津川という

自然のフィールドの中で、川の楽しさ、恐ろしさを知り、魚・鳥・植物など多くの生き

物とふれあい、地域の歴史文化を学ぶことのできるオープンミュージアムとしての利活

用をかわまちづくりの進展にあわせ、検討を進めていく。 
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5.5 実施スケジュール 

「保津川かわまちづくり計画」には、かわづくり・まちづくりに関する様々な施策が含ま

れており、全ての施策を短期間に実施できるものではなく、優先度の高い施策から段階的に

実施していくことが必要である。具体的には、モデル地区を選定して先行的に整備計画の検

討と具体的な整備・利活用を進めていくこととしている。 

また、保津川では戦後最大洪水を安全に流下させるために、H21年度に概成した当面計画

に引き続き高水敷の切り下げ、堤防のかさ上げ等が進められる計画であり、かわまちづくり

計画は今後の河川整備の進捗と利活用計画の熟度にあわせて進めていく。 

モデル地区 

○具体化計画

の検討 

○整備 

○利活用 

早期実施が

可能な施策

○検討 

○整備 

○利活用

施策の 

段階的実施 

推進協議会 

○個別の 

ワーキング 

グループ 

 

○具体化の 

検討 

 

○実施の 

協議・調整 

 

○評価、計画 

の見直し 

戦後最大洪水の 

安全な流下 

当面計画での整備 かわまちづくり計画の策定 
検討委員会 
意見交換会 

河 川 整 備 か わ ま ち づ く り

■実施の流れ 

戦後最大洪水対応に 

向けての段階的な整備

Step1 

○高水敷切下げ 

○堤防かさ上げ 

Step2 

○霞堤かさ上げ 

Step3 

○河床堀削 

（～H22） 

（H23～） 
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おわりに 

保津川は沿川地域に多くの恵みをもたらしてきた母なる川であるとともに、幾度となく氾

濫を繰り返してきた暴れ川でもありました。数々の歴史を刻み、文化を育み、地域の発展を

支え、そして、今もなお、亀岡の産業・観光に重要な役割を担い、人々の暮らしと密接に関

わり続けています。 

このような保津川との関わりを大切にしながら、この「保津川かわまちづくり」が多くの

人々の知恵と力の結集によって実現されることにより、新たなかわとまちの関わりを育み、

人々の暮らしと地域の発展を支え、そして未来に引き継がれていくことを期待するものです。 




